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心理研究部門

小嶋祥三･松沢哲郎･藤田和生･

友永雅己l)･南雲純治2)

研究概要

1)チンパンジーの音声知覚

小嶋祥三

反応時間課題を用いて,チンパンジーの〔ba〕-
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〔wa〕連続体の知光における文脈効果を検討し

た｡

2)チンパンジーの聴覚認知

小嶋祥三

ある音とその昔を出す物体の映像と̀の問のモダ

リティ間のマッチングにより,チンパンジーの聴

覚認知を研究した｡

3)チンパンジーの身体像

小嶋祥三

身体像の問題は動作頓倣の実験から派生した.

自分の顔についての知識を,ヒトの顔面部位 (吹

像)の弁別から推定した｡

4) チンパンジーの認知的･言語的機能の比較

認知科学的研究

松沢哲郎･友永雅己･

伏見政夫))･目上桝司l)
チンパンジー′とヒトを対象に,認知的･言語的

機能の比較実験をおこなっている｡1から10まで

の数の命名.､数系列の獲得,およびその再生と記

悼,心的B]転.社会的コミュニケーションの研究,

ゆぴさしや動作サインの研究,新生児の情動発達

の研究などをおこなっている｡

5)野生チンパンジーの道具使用と認知発達

松沢哲郎

西アフリカ･ギニアのポッソウの野生チンパン

ジーを対象として,石器使用にみられる認知発達

の過程を現地のマノン族のこどもと比較した｡

6)低酸素環境へのヒトの適応

松沢哲郎

ヒマラヤ高所ならびに低圧実験室において,低

酸素環境下の高次精神機能と生理枝能の変化をヒ

トとニホンザルで比較した｡

7) 霊長頬の錯視知覚に関する比較心理学的研

究

藤田和生

アカゲザルを被験体とし,条件性位置弁別課題

を用いてボンゾ錯視の実験を行い,ヒトやハトの

結果との比較検討を行った｡

8)マカカ属サルの種の認知

藤田和生

生後の社会的経験を統制したニホンザルとアカ

ゲザルを対象に,サルの写共に対する社会的好み

の発達過程を分析した｡また.イ ンドネシア･ス

ラウェシ島において,スラウェシマカクを対象に

種に対する好みを調べた｡

9)ニホンザルにおける楽音の認知

藤田和生･友永雅己

反応時間課題を用いてニホンザルの和音の知覚

特性を調べた.さらに.頬似した実験をヒトでも

行い比較史料を得た｡

10)チン′ヾンジーにおける数の処理過程

友永雅己･松沢哲郎

数のマッチング課題において刺激画面の提示時

間の操作にともなう計数過程の変容を調べた｡

ll)チンパンジーにおける視覚的探索

友永雅己

校数の刺激の中から標的を探し出す課題を訓練

し,知覚･注意 ･関係概念等の問題について検討

した｡

12)霊長類における相貌認知

友永雅己

チンパンジーでは見本合わせ法,ニホンザルで

は感覚性強化法を用いて個体識別や種認知におけ

る相貌認知の役割と上下反転効果に?いて調べた｡

13)霊長類行動実験用ソフトウエアの開発

南雲純治

タイマルーチン等,霊長類の行動の実験を制御

するための各種ソフトウエアを開発した｡

14)霊長類のコミュニケーション行動の枝能的

分析

伏見貴夫

ニホンザル･チンパンジーに要求 ･拒否等のコ

ミュニケーションスキルを訓練し.その機能を分

析した｡

15)フサオマキザルにおける唄党による種識別

と個体識別

上野吉- S)

オペラント条件づけの手法を用い,同種および

他種の個体より採取した尿からどのような情報を

識別しうるかを調べた｡

16)シェルパの生活と匂い

上野吉-

ヒマラヤ高地民族であるシェルパの匂いの利用

および嘆党知覚に関する調査を行った｡

1)1991年5月1日紬 ナで助手に採用

2)技官

3)日本学術振興会特別研究f1

4)研修員

5)特別研究学生 (北大文学研究科)
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社会研究部門

加納隆至 ･大洋秀行 ･鈴木 晃

研究概要

1) 中央アフリカのザイール森林における野生

ボノボの研究

加納隆至 ･エレン-イングマンソンl)･

五百部裕2)･絹本千絵2)

ザイ-ル共和国ジョル地区ワンパ地方において

1973年より行われてきたボノボの社会および行動

についての現地調盃は,ザイールの政情不安定化

により中断した｡しかしこれまでに収集された資

料のうち下記についてとりまとめた｡

イ)単位集団問関係.ロ)母視の子に及ぼす社会

的影響,ハ)採金時の利き手,ニ)知能と道具使

用,ホ)狩猟と肉食,へ)オス問関係｡

2) ウガンダのチンパンジーの予察

加納隆至

1992年3月ウガンダ西南部の7森林においてチ

ンパンジーの密度と食性に関する予備調査を行っ

た ｡

3) 父子判定に基づくニホンザルの繁殖戦略の

研究

大沢秀行 ･光永捻子3)

生化学研究部門で開発した父子判定の技術を利

用し,ニホンザル雄の繁祇効率,および繁殖戦略

1)外国人研究員 2)大学院生 3)研修Ll
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